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Abstract
　Fundamental competencies for working persons （FCWP）, introduced by the Ministry of 
Economy, Trade and Industry of the Government of Japan, are the abilities to establish good 
communication and relationships with other people in a society. These abilities can be cultivat-
ed through the experience of communications and collaborative activities with other people 
who have different backgrounds, such as age, culture, and language. Overseas experience or 
collaborative activities with other people are significant events that provide people with good 
experiences, different from their normal lives, resulting in the cultivation of FCWP. The pur-
pose of this study was to investigate the effect of an overseas program focusing on strength 
and conditioning, composed of various collaborative activities, on participants’ FCWP and the 
difference in the change of FCWP before and after the program. Participants were 17 individu-
als who participated in the 2019 National Strength and Conditioning Association Japan S&C 
tour in Colorado （14 men and 3 women; 10 students and 7 working adults）. The program du-
ration was ten days and consisted of a classroom study and facility tour; all contents were 
based on exercise science. The questionnaire with scales developed by Nishimichi （2011） and 
Otsui （2018） was used to measure FCWP before and after the program. The results indicated 
that the ability to communicate effectively （p = 0.001） and think （p = 0.023） significantly im-
proved after the program. However, there was no difference in the rate of change in each 
FCWP ability between students and working adults. This overseas training program, which in-
corporates collaborative activities abroad among people who are not familiar with each other, 
could have a significant impact on the participants as an occasion to develop their FCWP ca-
pacities. This situation maximized the difference from their normal life, and they needed to 
adapt by independent actions such as being a good listener, which resulted in the cultivation of 
FCWP. In addition, all participants positively challenged things that are different from their 
normal lives even though their backgrounds were different. The program was not organized 
by school or company, and all participants joined it voluntarily. They were highly motivated 
through the entire program, resulting in an increased chance of cultivating FCWP. In conclu-
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1 ．はじめに

　人が社会で活動する際には，他者と共存す
るために必要な「人間性，基礎的な生活習慣」
の土台が必要であり，ここに「基礎学力」や

「専門知識」が加わる．これらを他者が活用し，
成果を出していくために必要と考えられる力
に焦点を当てたものが「社会人基礎力」と呼
ばれ，「職場や地域社会の中で多様な人々と
ともに仕事をしていくために必要な基礎的な
能力」として提唱されている（経済産業省，
2006）．この社会人基礎力は，「前に踏み出す
力（アクション）」「考え抜く力（シンキング）」

「チームで働く力（チームワーク力）」の 3 つ
の能力，およびそれらを構成する12の能力要
素で示される．このような「意欲を持ち，考
え，協同する」力は，人が生きていく上で当
たり前に使ってきた力であり，イノベーショ
ンを巻き起こしてきた（経済産業省，2010）が，
現代においては，時代の変化の中で家庭や地
域社会において核家族化や個別化が進み，異
なる属性間での交流が希薄となっており，社
会人基礎力を自然に獲得していくことが困難
となってきている．
　このような中で，多くの人と交流しながら
仕事をしていくために必要な能力を社会に出
るまでに養っておくことが強く求められてお
り，教育機関が果たす役割は大きいといえる．
とりわけ多様な学習方法の提供が可能である
高等教育機関では，課題解決型学習やイン
ターンシップ等の実践型学習，あるいは課外
活動や学外プロジェクト等の充実と活用が提
案されている（経済産業省，2008，2010）．

さらに，その後の時代の変化に伴い，2019年
には経済産業省から「これまで以上に長くな
る個人の企業・組織・社会との関わりの中で，
ライフステージの各段階で活躍し続けるため
に求められる力」と定義された「新・社会人
基礎力」が打ち出された．ここでは，従来の
3 つの能力と12の能力要素を内容とし，能力
を発揮するに当たって，自己を認識して「リ
フレクション（振り返り）」しながら，「目的

（どう活躍するか）」「学び（何を学ぶか）」「統
合（どのように学ぶか）」のバランスを図る
ことが自らキャリアを切りひらいていく上で
必要であると位置づけられている．これによ
り，社会人になってからも多様な経験を積み
重ね，仕事や地域での実践を通じて社会人基
礎力を深化させていくことが求められてい
る．
　社会人としての入り口である就職に関し
て，企業が学生に求める資質・能力は「主体
性」「実行力」「課題設定・解決能力」が上位
を占めており（日本経済団体連合会，2018），
そのうちの「主体性」および「実行力」は，
社会人基礎力の「前に踏み出す力（アクショ
ン）」に分類されている能力要素である．中
でも「主体性」は，「意欲や自信を支える自
尊感情の部分を含みつつ，自律性から積極性，
さらに自己理解・管理・評価能力までカバー
する力」であり，「いかなる場面においても
人に備わった状態にある」ことから「人間が
生きていくために欠くべからざる本質的な
力」として，社会人基礎力の能力要素の中で
もその育成が重視されている（経済産業省，
2010）．

sion, it is suggested that participating in a training program in a foreign country for various 
collaborative activities with a variety of people provided a lot of experiences and improved the 
participants’ FCWP.
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　日常とは異なる点が多く，すべてのことで
試行錯誤が必要となる環境は，社会人基礎力
に含まれる能力の向上に貢献すると考えら
れ，大学生を対象としたキャンプ実習の経験
について，築山ほか（2008）は，キャンプ後
にストレスコーピングスタイルが「積極的関
与方向」に向かう傾向などを，福満・川畑

（2018）は，行動力が向上することを報告し
ている．日常と異なる環境といえば，国境を
越えた異国の地があげられる．日本ユネスコ
国内委員会の「国際理解教育の手引き」（1982）
によると，「国際理解とは文化間の相互理解」
だといえ，「他国・他民族・多文化の理解では，
世界文化の多様性，価値観の多様性を受容す
る相互尊重と，寛容な態度及び共感的な理解
ということが重要になる」と述べられている．
また，文部科学省（2005）は，「国際社会に
おいて，地球的視野に立って，主体的に行動
するために必要と考えられる態度・能力の基
礎を育成するための教育」として，国際教育
の重要性およびこれらを備えたグローバル人
材を育成する必要性を説き，国際教育を充実
させる具体的方策として，海外研修等の直接
的な異文化体験を重視すること等を挙げてい
る．川那部（2006）は，異文化理解教育が知
識重視であることから，「感情的局面」に焦
点を当て，「国際結婚」を題材に異文化間コ
ミュニケーションについて考える授業プログ
ラムを提案している．坂本（2012）は，留学
生と国内学生が協働でプロジェクトを進める
授業プログラムを展開し，英語と日本語での
コミュニケーション，互いのコミュニケー
ションのとり方，文化の壁，個人の壁などを
学び，異文化を背景に持つ人々と対等な関係
を築き，協働して活動に取り組む力の育成を
目指している．このように，国内にいながら
も，工夫をすることで異文化に触れることが
可能となっている．泰松（2017）は，体験型
学習である海外での教育旅行（スタディ・ツ
アー）について，「体験することによってな
んらかの意欲が芽生えることに注目が集まる

ため，参加を促すこと自体に過度な期待が寄
せられる」と述べている．さらに，学校教育
の中で取り組まれる国際理解教育について，

「さまざまなモチベーションの学生が存在す
る」ため，「アクティブな活動や意欲を期待
できない」学生には「訪問することがむしろ
これらを克服できるのではないかという期待
のもとに実施することもあるのではないか」
と推察している．また，假屋園ほか（2009）は，
現在の国際理解教育を「総花的で楽しいだけ
の内容では学習とは言えず，正式なかたちで
教育課程にも入れることができない」と述べ
ており，「環境移行への適応力」を学習目標
とした学習カリキュラムの開発を行ってい
る．このような中，黒﨑（2011，2012）は，
短期大学で長年に渡って実施している短期海
外研修および 3 ヶ月の留学プログラムにつ
いて報告している．海外での学修を単位認定
できることを活かし，現地での英語研修とエ
クスカーションの組み合わせで構成される研
修は，ホームステイで生活を共にしたことで，
英語力のみでなく，研修先や母国である日本，
家族等を考える学びの効果が大きいことを述
べている．しかし，大きな環境の変化を伴う

「国際教育」と「専門的な学びを伴う協働活動」
を併せたプログラムによる効果については，
渉猟しうる限り見つからず明らかとなってい
ない．そこで，両観点を合わせたプログラム
を用いることで参加者の主体的な行動の促進
を強化し，社会人基礎力の獲得・向上につな
がることが検証できれば，今後の高等教育機
関における効果的な教育プログラムの開発に
寄与できると考えられる．
　本研究では，環境の変化が大きくなる条件
下（専門教育となるストレングス＆コンディ
ショニングに関する学習プログラムとしての
機能に加え，外国を舞台とした異文化体験を
伴い，かつ参加者が他大学の学生および既に
社会で活躍している社会人など多様な属性を
持つ）で実施される研修が，参加者の社会人
基礎力の尺度変化にどのような影響を与える
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かを検証することを目的とする．また，これ
に加えて学生と社会人の比較を行い，属性の
違いに基づく効果についても検討する．
　

2 ．研究方法

2 - 1 ．対象
　2019年度 NSCA ジャパン S&C 海外研修

（2019年 8 月21日〜 2019年 8 月30日）の参加
者に対し，研究の趣旨を説明し，同意が得ら
れた17名（性別：男性14名，女性 3 名；所属：
学生10名，社会人 7 名）を対象とした．未成
年者については，事前に保護者からの同意を
得られた者のみ対象とした．本研究の調査に
ついては，「びわこ成蹊スポーツ大学図書・
学術委員会学術研究倫理専門委員会」の審査・
承認を受け実施した（承認番号68，2019）．
　
2 - 2 ．研修プログラムの概要（表 1）
　本研修は，ストレングス＆コンディショニ
ング（以下，S&C）についての学習（講義・
グループ実技）およびフィールドワーク（施
設見学・文化イベント）で構成されており，
講習は全て英語で行われ，NSCA ジャパン
のスタッフが随時通訳する形で実施された．
研修全般をサポートするスタッフの数は，

NSCA ジャパンから 1 名および NSCA 米国
本部から 1 名の 2 名であった．各講義の進め
方について，実技でのグループ分けは参加者
の自由とした．グループの人数については，
基本的に 2 名がペアで相互に動作のチェック
を行い，ウェイトトレーニングなどのラック
種目に関しては 3 〜 4 名でトレーニング
ラック一つを使用するようにした．また，講
義中の質疑応答に関しては NSCA ジャパン
スタッフの通訳を介しながら適宜行い，参加
者全体にフィードバックした．なお，講義時
間以外の時間帯にはトレーニング施設が開放
され，参加者個人またはグループが自由に講
義内容を復習できる環境となっており，その
際にも講義講師やトレーニングルームの指導
スタッフに対して質問ができる環境であっ
た．宿泊に関して，参加者は 2 名ずつ同室と
なり共同生活を送った．
　講義以外の活動となる訪問先について，本
研修では専門学習としては米国オリンピック
トレーニングセンター，米国空軍士官学校お
よびキャッスルビュー高等学校を訪問し，文
化学習としてはガーデンオブザゴッドを訪問
した．専門学習として訪問した先では，それ
ぞれの施設の S&C コーチによる施設案内お
よび質疑応答のセッションが組まれており，

表 1 　研修プログラムの概要

主な内容
Day 1 成田〜デンバー　コロラドスプリングス到着
Day 2 ケトルベル（実技）・栄養とサプリメント（講義）・プログラムデザイン（講義）
Day 3 プライオメトリクス（講義＆実技）・

US オリンピックセンター &US エアフォースアカデミー（見学）
Day 4 キャッスルビュー高校訪問（見学＆ストレングスコーチの講習）
Day 5 ガーデンオブザゴッド（ハイキング）
Day 6 FMS（講義＆実技）・スピード＆アジリティ（講義＆実技）・

ベーシックレジスタンストレーニング（実技）
Day 7 モビリティ＆スタビリティ（講義＆実技）・オリンピックリフティング（講義＆実技）
Day 8 ストロングマントレーニング（講義＆実技）・エネルギー供給系（講義）
Day 9 デンバー発
Day10 成田到着
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利用するアスリートのニーズに合わせた環境
や指導方法について学ぶ機会とした．一方で，
文化学習として訪問したガーデンオブザゴッ
ドは，コロラド州ならではとなる雄大な自然
観光地で散策する中で参加者同士の交流が行
われた．この他，NSCA 米国本部スタッフ
による Chile Contest（各スタッフが米国民
の家庭料理であるチリスープを手作りし，研
修参加者に振る舞い，研修参加者の投票に
よって最も美味しいスープを決めるコンテス
ト）や NSCA ジャパンスタッフによるモー
ニングラン（朝食前の時間で宿泊施設周辺の
湖で日の出を見たり，湖に隣接する公園での
スポーツ活動を行ったりする）および地域の
レストランでの夕食会といった様々な学習面
以外でのイベントも催され，研修参加者の交
流が深まる機会とした．
　
2 - 3 ．調査方法
　研修の前後に，社会人基礎力尺度（西道，
2011，大対，2018）測定を実施した．これは，
社会人基礎力のうちコミュニケーション能力
に着目して作成された25項目の質問から成

り，「効果的に伝える力」（ 7 項目），「人や環
境に働きかける力」（ 7 項目），「協調する力」

（ 5 項目），「考える力」（ 6 項目）の 4 つの下
位尺度に分類される．すべての項目で問われ
る「力」について，「自分にそれぞれの力が
あると思うか」という質問に対し， 1 「全く
ない」から 4 「十分にある」の 4 件法による
回答を得た．得られた回答は，下位尺度ごと
に平均し，研修前後のそれぞれの得点の比較
には対応のある t 検定を，学生と社会人の群
間における研修前後の得点の変化率の比較に
は対応のない t 検定を用いて検討した．それ
ぞれ統計学的有意水準は 5 ％未満とした．ま
た，効果量として研修前後の得点の比較には
Glass’s Δ，群間の変化率には Cohen’s d を
算出した（水本，2008）.

3 ．結果

3 - 1 ．�研修前後における社会人基礎力の比
較（図 1）

　研修前後の社会人基礎力に変化について，
「効果的に伝える力」（Δ =.65，t（16）=4.165，
p=.001）および「考える力」（Δ =.63（t（16）
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図1 研修前後における社会人基礎力の比較
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=2.506，p=.023）は，研修前よりも研修後で
有意に高値を示した．一方で，「人や環境に
働きかける力」（Δ =.51，p=.068）および「協
調する力」（Δ =.28，p=.393）においては，
有意な変化は認められなかったものの効果量
ではそれぞれ中程度と小程度の向上がみられ
た．

3 - 2 ．�学生と社会人の研修前後における社
会人基礎力変化率の比較（図 2） 

　研修前後の群間における社会人基礎力の変
化については，すべての下位尺度で変化率に
有意な変化は認められなかった（p=.21-.98）．
ただし , 効果量でみると「協調する力」（d=.64）
および「考える力」（d=.26）においてそれぞ
れ中程度および小程度の違いがみられた．

4 ．考察

　本研究の目的は，専門的な学習とさまざま
な協働作業から構成される海外研修に参加す
ることが，参加者の社会人基礎力に影響があ
るか，また社会人基礎力の変化は学生と社会
人で違いがみられるかを検討することであっ

た．その結果，研修前後の比較では，研修後
に「効果的に伝える力」と「考える力」は統
計学的に有意に高値を示し，本研修において
一部の社会人基礎力は向上することが示され
た．一方で，研修前後の社会人基礎力の変化
には，学生と社会人による統計学的な有意差
は認められなかった．
　参加者の社会人基礎力の尺度変化の検討に
対する結果として，10日間という短期間の研
修で社会人基礎力の向上が認められた要因と
しては 2 つの要因が考えられる． 1 つ目の要
因として，多様な人々が関わっていたことが
挙げられる．黒﨑（2011）は， 2 週間の短期
海外研修について，語学研修を参加学生だけ
のクラスで実施していたが，さまざまな国や
地域からの留学生に混ざり共に研修を受講し
たことや，他短大と共同催行とし，海外で国
内の他大学と交流できることが学生の満足度
や学びを深めていることを述べている．本研
究の対象者は，さまざまなバックグラウンド
を持っていた．学生は，大学や学年が異なる
ことの他に，研修時にアメリカの短期大学に
留学している者や，海外渡航経験がなく今回
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図2 学生と社会人の研修前後における社会人基礎力変化率の比較
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の研修で初めて海外に行く者もいた．また，
社会人参加者は，生活している地域・年齢・
資格取得の有無・社会人経験年数・海外渡航
経験などがそれぞれで異なっていた．研修プ
ログラムは，すべて英語で行われるが，直後
に日本語で翻訳されるため，言語的な問題で
理解できないことがない状態で進行される．
また，英語の後に日本語で説明されるため，
講習のスピードが速すぎて理解できないとい
うこともない．
　実技は小グループで行われることが多かっ
たため，参加者同士でも互いに教え合う姿が
多くみられた．社会人参加者は，講習の随所
で講師に対して積極的に質問する．この姿勢
は，学生たちにとって「主体的な行動」の見
本であり，良い刺激になっていた可能性が考
えられる．社会人参加者に，研修に学生も参
加しているということについてどのように思
うか尋ねると，「自分自身が，時間とお金を
使って参加しているこの研修で得たいと思っ
ていることがあるので，全く気にならない」
とのことであった．日を重ねるごとに，講習
前後のフリーな時間に，参加者同士で一緒に
トレーニングやスポーツを行う姿を見かける
ことが多く，社会人の参加者からは「自分も
学生の頃に参加できていたらとうらやましく
思う」という意見も聞かれた．社会人参加者
にとっても，若い世代が多様な学びを急速に
深めていくことを目の当たりにすることが，
自己の「主体的な行動」を強化するモチベー
ションとなっていたことが推察できる．また，
これらによって参加者はそれぞれの立場で学
習内容に対して，および他者との交流に対す
る場面の両面で自らの振る舞いに関して考え
る機会となったことが考えられ，それによっ
て「考える力」の向上につながったと考えら
れる．
　 2 つ目の要因として，本研修が海外で実施
されたことが挙げられる．文部科学省の「ト
ビタテ！留学 JAPAN」のホームページのコ
ンテンツである「トビタテサポーター」には，

さまざまな個人や法人による直筆メッセージ
が写真とともに掲載されており，それらは言
語や文化が全く違う環境に行ってみることに
対して，前向きで背中を押す内容となってい
る．「行ってみることで広がる世界がある」
ということは言い換えると「行かなければそ
の世界を見ることができない」ということで
ある．ただし，この点において，異文化に接
することは，必ずしもポジティブな反応を起
こすとは限らないとされる．藤原ほか（2016）
は，高校生において，海外研修前後の国際的
資質変化の個人差と異文化体験の関連を明ら
かにするためにクラスタ分析を行った結果，
旅行後に「海外への好感群」の他に，英語力
やコミュニケーションに対する興味・関心が
減少した「語学の壁群」，外国人への親和性
や多文化尊重の得点が減少した「海外嫌い群」
の 3 群が見いだされたと報告している．また，
黒﨑（2012）は日本人をホストファミリーと
して受け入れた家庭にインタビューした際，

「おとなしい」「自分の意見を言わない」との
印象であったとし，これは日本人の対人コ
ミュニケーションの特徴が「相手の心情を察
して，先々まで考える，遠慮をする」という
ものであることを理解してもらえなかったか
らではないかと推察している．加えて，「異
なる文化との出会いは，時としてさまざまな
問題や困難をもたらす」として，カルチャー
ショックについても言及している．ただし，

「カルチャー・ショック」については否定的
な面にのみ注目すべきではないとする報告も
ある．細越（1997）は，「Oberg, K. が1950年
代に紹介したのが最初」としながら，「概念
の普及に比してこの用語が体系的に整理され
ていない」とし，Furnham, A.F. & Bochner, 
S の著書を概説している．ここで，「カル
チャー・ショック」について，「不慣れな文
化にさらされることはストレスが多いという
ことから，異文化環境での生活はたやすいこ
とではない」が，「異文化に接することは有
害なことばかりでなく肯定的な側面も多く
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持っている」として，「症状を持ち，原因を
持ち，治癒がなされるものである，と否定的
な出来事に重点が置かれてきた強調点を変え
ている」と紹介している．さらに，同著書に
は異文化へのスムーズな適応については，「非
公式なチューターとして役に立つ文化的友だ
ち（culture friend）の有用性」と「滞在者
が排除されずその社会に参加するようなかた
ちで関わること」として「ソーシャル・サポー
ト・システムの意義」の記述がある．当該研
修について，宿泊はホテルであったため，ホー
ムステイの体験はなかったが，同じ場所に
通って講習を受けるため，毎日同じスタッフ
に会う．彼らは皆常に笑顔で挨拶をし，フレ
ンドリーに話しかけてくれる．このことは，
参加者に安心を与え，何か話してみようとい
う気持ちを駆り立てていたのではないかと思
われる．坂本（2013）は，留学生と日本人学
生が混合チームを編成し，グループごとに
テーマを決めて協働学習で調査した結果を発
表する異文化交流授業についての報告の中
で，英語と日本語そして母語を話す英語圏以
外の国や地域からの留学生が，英語でも日本
語でも積極的に自己主張することや意見を述
べることに日本人学生は大きな刺激を受け，
そうした刺激やおどろき，親しみやすさなど
からためらいを越えて自分の意見を発言でき
たこと，あるいは異なった文化から来た留学
生が，日本の文化や日本人の考え方に興味を
示してくれたからこそ発言できたと報告して
いる．この他に，研修時にアメリカで勉強を
している学生の参加もあった．言葉や文化の
違いを乗り越えながら生活し，英語で自然に
コミュニケーションをとっている姿を見るこ
とで，自分にもできるという自信につながっ
たのではないかと思われる．これらの点で，
本部スタッフとの言語的なバリアに対しても
片言の英語や身振り手振りを駆使して表現す
る勇気をもち，実践することで経験を深め，
相手に伝わりやすい表現を選ぶことといった
効果的なコミュニケーションの要素を体得す

ることが可能であったと考える．また当該研
修は，参加者の専門分野となる S&C に関す
る学習プログラムであり，自分たちがこれま
で学んできたことや経験してきたことを比較
しやすい環境であったと同時に共通の話題を
置きやすくなると考えられ，より交流や協働，
議論が促進されるものであったと考えられ
る．この点は，参加者間の年齢や所属を超え
て自らが伝えたい，あるいは質問したいこと
を表現する上で安心や自信をもつことにつな
がっていたと考えられる．
　このように，当該研修は様々なバックグラ
ウンドを持つ対象者が，学習やフィールド
ワークあるいは生活面において，国内外のさ
まざまなバックグラウンドを持つ他者と数日
間に渡って交流を持ちながら活動し，そこに
は多くの協働場面が設定されていた．それら
は参加者にとって自らの人生観に影響を与え
る事象としても絶好の機会であり，英語環境
および日本語環境の両環境において丁寧な話
し手あるいは聞き手になろうとしたことが

「効果的に伝える力」および「考える力」の
向上という結果に表れたと考えられる． 
　社会人基礎力の育成は，大学の授業科目と
しては研究室活動，実習，インターンシップ，
フィールド調査などで成される（経済産業省，
2010）と報告されており，いずれも多くの能
動的場面と協働的場面を持つことが条件とし
て挙げられている．この力は，社会人として
活躍するために必要な能力ではあるが，これ
だけが備わっていれば十分というものではな
い．現在の学校教育は，考えることよりも知
識の伝授に偏る傾向があるため，職場や地域
の中で，さまざまな人と協同して働くために
必要であること，つまり自分の意見を相手に
的確に伝えるとともに，意見や立場，背景の
異なるメンバーを尊重し，チームが良い成果
を上げられるように，集団の一員としてふる
まうという「チームで働く力」を伸ばすよう
な場面や経験を得る機会は非常に乏しい（経
済産業省，2010）．これにより，就職時に企
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業が求める能力と，学校が考える生徒・学生
の能力にギャップが生じてしまうため，従来
の授業とは異なる場面，すなわち自分から行
動する「前に踏み出す力」を求められる場面
に遭遇することが効果的に作用すると考えら
れる． 
　評価について，「社会人基礎力育成の手引
き」（経済産業省，2010）の中では，「振り返
り・気づきの場を意図的に設定することに大
きな意味がある」とし，手間がかかりすぎな
い評価がよい，としているが，提示されてい
る「社会人基礎力評価シート」は， 3 つの領
域に含まれる12の能力要素について 3 段階で
自己評価し，その際に評価の根拠となった具
体的な行動を記述する構成となっている．さ
らに，これを事前・事中・事後に行い，自身
で成長を確認させることを推奨している．こ
の評価方法は，学生が振り返りや気づきを自
身で確認できるという点では優れているもの
の，対象とした活動の効果を定量的に示すこ
とは困難である．我々が評価として用いた尺
度の他にも，独自の方法で評価したとする報
告が散見される．石川ほか（2013）は，看護
系大学生の社会人基礎力について，学年別で
は 4 年生が最も高く，また大学生時代に課外
活動（サークル活動，ボランティア活動及び
アルバイト活動に限定）を行っている学生は，
活動をしていない学生に比べて一部の社会人
基礎力が高かったと報告している．北島ほか

（2011）は，看護系大学生の社会人基礎力に
ついて，対象とする学生の属性の相違，すな
わち社会人経験の有無・学年・性別等に着目
して検討した．ここでは，社会人としての就
労経験がある者の方が社会人基礎力が伸長す
ること，また一部の社会人基礎力は女性より
男性において，および学年が上がるほど高い
ことを報告している．性別による差について，

「失敗を恐れる気持ちや失敗したことをくよ
くよ考えるといった失敗懸念の傾向は男性よ
り女性のほうが強く，失敗懸念の姿勢は青年
期に最も強い」とする高井（2007）の報告を

引用している．
　本研究では，研修前後の学生と社会人にお
ける社会人基礎力の変化の違いに対する結果
においては，統計的に有意な差は認められな
かった．この要因として，全員が任意での参
加であったことの影響が大きかったと考えら
れる．つまり，アメリカを訪問し，すべて英
語の環境で行われる S&C の研修に参加する
ことに対し，あらかじめそれぞれが何かしら
の成長を期待していた可能性が高い．前述の

「社会人基礎力育成の手引き」（経済産業省，
2010）によると，社会人基礎力の育成はいか
なる年齢でも行われるが，「成長しようとい
うエネルギー，他人や環境から受ける影響へ
の順応性の高さ，発想の柔軟さ，そして社会
に対する畏怖感や謙虚さなどを持つ，子ども
や若者にこそ育ちやすい能力・資質である」
とし，また「高めようとする意識が低ければ
低下してしまうものでもあり，常に高めよう
とする意識が必要」と述べている．本研究の
社会人参加者は，年齢が21歳〜 40歳，社会
人経験年数は「 1 年以上 2 年未満」〜「15年
以上20年未満」と幅広く多様であったが，皆
が前向きに研修に参加していたことが推察さ
れる．実際に研修期間は，学生と社会人は特
に際立った隔たりはなく，同じ経験を共有す
る「同志」として交流している様子が伺えた．
これらより，「自分で考えて前向きに行動し
ようとすること，人と協力し合うことという，
社会で仕事をしていく上において，極めて当
然の力」を指す社会人基礎力は，学生のみで
なく，社会人経験を持つ対象者においても向
上することが示された．
　研修前後の変化について詳細に見ると，社
会人参加者は 4 つの下位尺度のすべてにおい
てプラスの変化を示したが，学生では，僅差
ではあるが「協調する力」が研修後に減少し
マイナスの変化を示した．この尺度を開発し
た大対ほか（2018）は，再検査信頼性を検討
するため大学 1 ・ 2 年生を対象に 4 月と 7 月
に同様の調査をした結果，「効果的に伝える
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力」「人や環境に働きかける力」「考える力」
は両時点での差は認められなかったが，「協
調する力」は 7 月時に有意に低下していた．
これより，概ね十分な信頼性を備えた尺度で
はあるが，「協調する力」については今後も
慎重に扱う必要があると報告している．「協
調する力」は，「相手の立場や意見を尊重す
る力」「周りの人との会話や表情などから，
人間関係や状況を把握しようと努める力」「集
団や社会生活の規則やルールを守って適切に
行動する力」「他者と共有する空気を読んで，
自分の行動を修正する力」「相手の言動を観
察し，意見や主張を正確に聞き取る力」の 5
項目の質問で構成されている．学生で見られ
た変化の要因は，これまでの環境と大きく異
なったことによる影響と，特定の学生におけ
る回答が研修後に全体的に下がっていた影響
が考えられる．本研究では，研修前後の自己
評価について，フィードバックを行っていな
かったため，その点が研究の限界といえる．
若年であり，経験の少ない学生においては，
環境の変化に対応しきれない者もいる可能性
があることを常に念頭におく必要があると考
えられる．

5 ．まとめ

　本研究では，S&C に関する学習プログラ
ムを備えた海外研修において，異文化体験を
多様な人々と交流しながら活動することが，
参加者の社会人基礎力の尺度変化にどのよう
な影響を与えるかを検証することを目的とし
た．また，研修前後の社会人基礎力の変化に
ついて，学生と社会人で比較し，属性の違い
に基づく効果についても検討した．その結果，
研修後に一部の社会人基礎力は向上し，研修
前後における社会人基礎力の変化は，学生と
社会人で差は認められなかった．これより，
さまざまな協働活動を多様な人々と海外で行
う研修に参加することは，多くの新たな「気
づき」や「経験」が提供され，これらの全て
が「社会人基礎力」を向上させるのに十分な

インパクトを与えたことから，参加者の社会
人基礎力を向上させることが明らかとなっ
た．
　社会人基礎力を育成する際に，大きなポイ
ントとなるのは「内的な経験知が構造化され
たもの」であるということである（経済産業
省，2010）．人は生活の中で，自然に行動や
思考を繰り返し，それぞれの行動様式や思考
様式を身につけていく．つまり，新たな経験
をすることは，新たな様式を獲得するチャン
スであり，何か問題に直面した際にはこれま
でに獲得した様式を試す．この繰り返しが，
外界との対話の幅と生き方の幅を広げてい
き，成熟した個性を創るとされている．また，
満足感や達成感は次に似た課題や場面に対峙
したときの適切な思考や行動を可能にすると
も述べられている．10日間の海外研修では，
入国審査に始まり，買い物，食事の注文など
これまでに海外渡航経験がない者にとって
は，新たな経験が次々にやってくる．ところ
が，買い物や食事の注文は，さほど難易度が
高くないため，回数を重ねることで容易に新
たな行動様式を獲得することができる．レス
トランで，「今日はメニューを指ささずに注
文してみます」とチャレンジする姿が見られ
るようになったりもする．このような場面を
繰り返すことで，短期間の間に満足感と達成
感を得て，自信に満ち逞しくさえ見える風貌
に変わっていく参加者もいる．過去に同様の
海外研修に参加した者の中には，海外研修後
に海外留学を目指し，世界にはばたいている
者もいるという．
　2020年は，新型コロナウイルスが世界的に
大流行したことにより，海外に出かけるとい
う行動が大きく制限されることとなった．気
心の知れた仲間と外国に行き楽しい体験をし
た，ということでは得られないものがある海
外での研修に，多くの学生が「行って見て体
験する」機会が再び訪れることを期待する．
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付記

　本研究の海外研修は，2019年度グローバル・
アクティブラーニングプログラム「コロラド
S&C ツアー」として実施された．第 2 著者
は NSCA ジャパン所属であるが，利益相反
に関わる申告すべき事項はありません．
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